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 株価は先週大きく戻してきました。為替も円安の動きとなっています。 

先週末の雇用統計が良かったことで発表後に円安の動きが加速しました。 

 週明けからもこの流れが続くかがポイントになりそうです。 

今週は６日に米国の中間選挙があるため結果次第ではマーケットが荒れる可能性もあるか

もしれません。リスク管理は厳重にしておきたいです。 

 

＜ドル／円＞ 

 

 ドル／円は１１１円台まで下げた後、１１３円台まで戻してきました。 

１１３．５円を超えてくると１０月高値の１１４円台半ばが視野に入ってきそうです。 

 しばらくは、１１１．５－１１４．５円のレンジを動く可能性も。 

 

＜気になるクロス円＞ 

 

 クロス円も上昇しています。 

ポンドは１４７円あたりまで急騰。このあたりに抵抗があるため反落には注意したいです。 

豪ドル、ＮＺドルは８月あたりから続くレンジの上限あたりまで来ているため抵抗線を超

えることができずに下げだしたら危険です。 

  

＊クロス円とは円との通貨ペアの総称：○○／円というような通貨ペアのことです。 

 

＜ファンダメンタル？＞ 

 

今週は、日本では日銀・金融政策決定会合議事要旨、黒田・日銀総裁発言などがありま

す。 

米国ではＩＳＭ非製造業景況指数、ＦＯＭＣ政策金利、ミシガン大学消費者信頼感指数な

どが発表されます。 

欧州ではドイツで鉱工業生産、ユーロ圏で小売売上高などがあります。 

ほかには、英国で７－９月期ＧＤＰ（速報）、ニュージーランドとオーストラリアで政策

金利、中国で１０月貿易収支の発表などがあります。 


